
感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第33週（ 8月10日 から 8月16日まで ）小笠原での流行状況

東京都全体での流行状況

感染性胃腸炎、インフルエンザの報告がありました。

母島

父島

特別な感染症の報告はありませんでした。

令和8年8月17日発行

感染予防の基本は手洗い習慣にしよう！

再び増加傾向 流行中

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第32週（8月3日～8月9日）

【今週の注目される

定点把握対象疾患】
・手足口病の定点当たり報告数は

3.71で、28週の14.33をピークに

減少してきていますが、警報レベル

は続いています。

・インフルエンザの定点当たり報告数

は0.84と先週より増加しています。

流行開始の目安となる定点当たり

報告数1.0を、6保健所が超えていま

す。

更新前

先週に引き続き、災害時に気をつけたい感染
症についてです。

災害と感染症②

【被災した家屋で】

状態・症状・感染症名

傷口からの感染症は、すり傷や切り傷などの小さ
な皮膚の傷から細菌が侵入して起こります。

主な症状は患部の赤み、腫れ、強い痛み、熱感な
どで、重症化すると敗血症や壊死を引き起こすお
それがあります。ケガをしたら傷口を速やかに流
水で洗浄し、可能なら消毒しましょう。

【傷口からの感染で発症する主な感染症】

今年は
早い？
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